
 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 739 乳幼児 673

小学生 0 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 708 大人 656

乳幼児 175 乳幼児 144

小学生 59 小学生 3

中高生 0 中高生 0

大人 150 大人 123

乳幼児 122 乳幼児 138

小学生 9 小学生 33

中高生 0 中高生 0

大人 107 大人 120

乳幼児 1036 乳幼児 955

小学生 68 小学生 37

中高生 0 中高生 0

大人 965 大人 899

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

【乳幼児クラブ】
・ベビーズクラブ
・わんわんクラブ
・ちびっこクラブ

前期8回
後期8回

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な活
動に参加できる場を提供
し、育児についての情報
交換や仲間づくりを進め
ることにより子育てを支援
する。年齢ごとの集団で
の親子遊び、集団遊びを
通じて、楽しむ中で情報を
得たり、仲間づくりをした
りすることによって子育て
を支援する。

12

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

【母親クラブ】
・お茶摘み
・カイロプラクティック講座
・親子クッキング
・児童館まつり

月1回
程度

14 14

・異年齢の子どもを持つ親同士が関わる事のできる大切な
場になっている。行事を重ねる度に保護者同士もより親しく
なり、活動の幅も広がった。新たに入会する方がなかったた
め、乳幼児クラブなどで母親クラブの紹介等をして、会員を
募っていく。

12

48 48

・ベビーズクラブは、保健師や母子保健推進員に参加してい
ただいている。その時々に応じて必要な話をしていただいた
り、クラブ後は保護者が気軽に相談できる場を設ける事がで
きた。

・乳幼児クラブには、年10回程度美坂保育園の先生方に来
てもらい、運動や製作などで交流する事ができた。特に、就
園前の親子にとっては、保育園との交流は好評だった。28
年度より星ヶ台保育園との交流も企画していく。

・ベビーズクラブに入る前の子どもを持つ保護者から、クラブ
に参加したいという声が何件かあった。育休や産休で子育て
している方が多く、少しでも同世代の子どもを持つ方々と交
流する場があれば参加したいという声だった。28年度より、
出産を控えた妊婦さんからベビーズクラブに入る前の子ども
対象に、楽しく交流をする場としてプレベビーズサークルを
企画している。

【企画行事】
・乳幼児水遊び

・おはなしらんど

・ペープサートシアター

・出前ひろば

7月

第2
水曜日

第3
水曜日

7/22（水）

33 31

・乳幼児水遊びは、中学生ボランティア「輝き隊」との交流も
あり、よいふれあいの場となった。子どもが水遊びを楽しむ
姿を保護者同士も会話を楽しみながら見守る事ができてい
た。

・ペープサートシアターは、季節を感じられるもの、節句や記
念日などのいわれ、日々の習慣などを分かりやすく歌を交え
ながら伝えた。気軽に参加していただけるため、とても好評
だった。28年度も楽しめる内容を考えていく。

・笠原親子ひろばの出前ひろばは、体操やサーキット遊び、
大型絵本や手遊び等で楽しんだ。予定していた水遊びが雨
天のため中止となったが、盛りだくさんな内容に楽しかったと
好評だった。28年度も企画していく。

小計 95 93
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 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 339 小学生 620

中高生 0 中高生 0

大人 1 大人 2

乳幼児 16 乳幼児 11

小学生 553 小学生 580

中高生 24 中高生 4

大人 35 大人 24

乳幼児 16 乳幼児 11

小学生 892 小学生 1200

中高生 24 中高生 4

大人 36 大人 26

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【小学生クラブ】
・一輪車クラブ
・もぐもぐクラブ

月1・2回
程度

前期4回
後期4回

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導し、
自主性や創造性を育て、
協調性を養うとともに障が
いのある児童も共に遊ぶ
ことができる場をつくり相
互理解を深める。

14 13

44 41

・一輪車クラブは、1・2年生がたくさん入り、3・4年生がリー
ダーシップをとって積極的に活動する事ができた。子ども達
が意見を出し合って曲を決めたり、どんな技を取り入れるの
かを相談するなど、発表に向けて常に目標を持って取り組
む姿が印象的だった。

・もぐもぐクラブは、前期・後期とも、子ども達の要望を取り入
れながら、話し合いでメニューを決めた。地域の方のご協力
のもと、よもぎもちを作ったり、毎回ひと工夫加えたクッキン
グを楽しむなど、子ども達にとってよい経験となった。

【企画行事】
・どれみらんど
・さかうえらんど/学習スペース
・チャレンジ
・ワクワクらんど
・ペープサートシアター

・お花見会
・（たけのこ掘り）中止
・デイキャンプ
・子ども獅子舞

月1・2回
程度

単発

76 73

・チャレンジは、チャンピオンになれる様、毎回努力する姿が
見られた。当日に向けてコツコツ練習する子もおり、その記
録をつけていきたいという子どもの意見を参考に、28年度か
ら個人の記録カードを作成することを検討している。

・ワクワクらんどは、キャップやプチオカリナ、ハメパチ定規を
作った。参加者は自分なりのオリジナリティに富んだ作品に
仕上げる事ができた。おたよりだけではどんな物を作るか分
からないという声もあったため、見本を置くなどして参加者を
募る。

・各行事、地域の方のご協力を得て開催する事ができたが、
たけのこ掘りは時期が遅くなってしまい中止となった。デイ
キャンプは、飯盒炊爨とカレー作りを体験し、未経験の子も
積極的に参加できた。どの行事も、とても好評だった。

小計 120 114
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 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 27 乳幼児 19

小学生 21 小学生 16

中高生 6 中高生 3

大人 35 大人 36

乳幼児 4 乳幼児 5

小学生 10 小学生 15

中高生 0 中高生 0

大人 3 大人 5

乳幼児 3 乳幼児 9

小学生 24 小学生 3

中高生 0 中高生 0

大人 3 大人 6

乳幼児 60 乳幼児 119

小学生 153 小学生 223

中高生 6 中高生 7

大人 111 大人 180

乳幼児 91 乳幼児 152

小学生 184 小学生 257

中高生 12 中高生 10

大人 149 大人 227

多
世
代
間
交
流
事
業

1

【館イベント】
・児童館まつり

3/26(土)

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりなど
誰でもが参加できる行事
を実施し、地域間及び多
世代間の交流を深め、子
どもが育つ環境づくりを地
域ぐるみで取り組む。

10 13

1

【共催行事（地域行事）】
・おはなしの会

・第2区夏祭り
・すいとんの会
・新羅神社　秋の大祭
・養正公民館まつり
・「たじみ子ども権利の日」
　　　　　　　　　ドリームケーキ
・クリスマス会
・鏡もち作り（餅つき）

第1
土曜日

(8月除く)

各年1回 18

1

・一輪車クラブの発表とあそびのブースで賑わった。遊びの
ブースは、輝き隊とボランティアチルドレン、そして母親クラ
ブの活躍でとても活気づいていた。28年度も幼児から大人ま
でが楽しめる様、利用者の意見も取り入れながら内容を考
えていく。

【プレゼント作り】
・大切な人へのプレゼント作り
・敬老の日　プレゼント作り
・バレンタイン　チョコレート作り

5/2（土）
6/20（土）
9/13（日）
2/13（土）

4 4

・母の日、父の日、敬老の日、バレンタインにプレゼント作り
をした。簡単なクッキングや製作で、素敵なプレゼントに仕上
げる事ができ、参加者は満足そうだった。

18

・様々な行事を通して、地域の方と多くの関わりを持つ事が
できた。すいとんの会は、ひだまりサロンの方々と一緒にす
いとんを食べながら、和やかな雰囲気で交流した。新羅神社
秋の大祭では、事前に獅子舞の指導をしてもらい、何度も練
習を重ね、堂々と披露する事ができた。伝統ある地域行事
に参加する機会は貴重であり、子ども達にとってもよい経験
となった。

・「たじみ子どもの権利の日」協賛事業では、子ども達の夢
の詰まったドリームケーキが完成した。ひとりひとり目を輝か
せながら画用紙に夢を書く姿がとても印象的だった。

・地域の方のご協力で、鏡もち作り（餅つき）を行った。幼児
でも手で丸めて簡単に作れる事もあり、とても好評だった。
地域の方より、子ども達に杵と臼で餅をつく体験をさせてあ
げたい、鏡もち作りをしてはどうかというご意見をいただき、
開催へ繋がった。

【伝承あそび】
・羽根つき
・カルタ取り
・コマ
・お手玉

1/7(木) 4 1

・羽根つきやカルタ取りで遊んだ。特に大型カルタが人気
で、カルタをきっかけにひらがなに興味を持つ様になった子
もいた。小学生が読み札を読み、幼児が遊戯室を駆け回っ
てカルタ取りを楽しむ姿を保護者は嬉しそうに見守ってい
た。

小計 27 24
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 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 22 乳幼児 14

小学生 54 小学生 61

中高生 1 中高生 0

大人 16 大人 11

乳幼児 32 乳幼児 23

小学生 329 小学生 329

中高生 3 中高生 0

大人 28 大人 23

乳幼児 5 乳幼児 16

小学生 204 小学生 188

中高生 0 中高生 3

大人 6 大人 18

乳幼児 59 乳幼児 53

小学生 587 小学生 578

中高生 4 中高生 3

大人 50 大人 52

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【季節行事】
・こどもの日　こいのぼり作り
・七夕　七夕飾り作り
・節分　豆まき
・ひなまつり　雛人形作り

4/28（火）
7/1（水）～
7/5（日）
2/3（水）
2/22（月）

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参加
者を限定しない、日頃、誰
でもが参加できる遊びや
行事を実施し、初めての
人の来館・参加を促すとと
もに、参加者相互の交流
を深める。

13 12

8 9

・季節行事は、来館した子どもから大人までが楽しめる内容
で行う事ができた。七夕飾りには、短冊に思い思いの願い事
を書いたり、折り紙で飾りを作るなど、玄関の笹が子どもた
ちの夢でいっぱいになった。節分の豆まきは、新聞紙で作っ
たボールを的にした鬼に当てた。少し遠い所の鬼はなかな
か倒す事ができず苦戦していたが、倒す事ができると大喜
びだった。

【企画行事】
・ミニシアター

・ワードラリー

・おりがみらんど/こうさくらんど

8/14（金）

月2回

月1回

50 49

・ワードラリーは、問題にカラフルな絵を取り入れたり、漢字
や数の要素を組み入れたりなど、毎月、趣向を変えている。
大人も脳の活性化になると、毎月、楽しみにしている方もみ
えた。今後も、児童館に来る楽しみのひとつになる様な内容
を考えていく。

・おりがみらんどとこうさくらんどは、季節に関するもの、家で
遊べるもの、飾るものを製作した。テーマを提供した後は思
い思いに作り、個性豊かな作品に仕上がった。身近な廃材
を使う事で、家でも実践できると好評だった。今後も、子ども
の発想を大切にしていきたい。

【避難訓練・防犯防災訓練】
・火災訓練
・地震訓練
・不審者対応訓練

第4
水曜日

12 12

・避難訓練は、毎月行っており、6月と11月は南消防署の署
員に来ていただき、煙体験や水消火器体験を行った。今ま
で午後からの訓練が多く、乳幼児親子が参加できなかった
ため、定期的に午前にも行った。

小計 70 70
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 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 7 乳幼児 0

小学生 19 小学生 27

中高生 5 中高生 0

大人 5 大人 1

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 74 小学生 57

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 0

乳幼児 7 乳幼児 0

小学生 93 小学生 84

中高生 5 中高生 0

大人 5 大人 1

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

【クリーン大作戦】
・館内　館周辺の清掃
・おもちゃの清掃
・本の整頓

8月
12月

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地域
の子どもたちが、それぞ
れの地域で活動できるよ
う人材育成を進める。

12 11

7 5

・夏休みと冬休みに、遊戯室のおもちゃ箱の整頓やぬいぐる
みの修理、窓拭き等を行った。今後もクリーン大作戦を通し
て自主的に清掃活動に取り組める様、定期的にクリーン大
作戦を実施する。

【その他のボランティア活動】
・ボランティアチルドレン
（子どもスタッフ）
・行事の企画・運営
・館内　館周辺の清掃

月1回
程度

15 12

・養正公民館まつりあそびのブース、クリスマス会、児童館
まつりでは、当日の司会進行やブースを担当した。また、公
園や児童館周辺のゴミ拾いに力を入れた。館内だけでなく、
地域に貢献できる様な活動も企画していく。

小計 22 17
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 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 19 中高生 41

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 1

小学生 28 小学生 26

中高生 11 中高生 14

大人 0 大人 1

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 5 小学生 0

中高生 21 中高生 29

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 1

小学生 33 小学生 26

中高生 51 中高生 84

大人 0 大人 1

乳幼児 2 乳幼児 2

小学生 2 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 2 大人 2

乳幼児 46 乳幼児 5

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 39 大人 6

乳幼児 48 乳幼児 7

小学生 2 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 41 大人 8

中
高
生
事
業

1

【中高生の居場所事業】
・学習スペース

夏休み
冬休み
春休み

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接す
る機会を持てるようにする
など、次世代の子育て支
援につなげていくため、地
域に応じた事業の実施及
び中高生等の居場所の
確保に取り組む。

13 13

36 14

・長期休暇に日にちや時間を限定せず、いつでも利用できる
様にした。学校や塾の宿題、テスト勉強を集中してやってい
た。児童館でやると学習の合間に体を動かしたり、小学生と
遊んだりして気分転換ができると言っている子もいた。今後
も、中高生がいつでも気軽に利用できる場を提供していく。

【ふれあい事業】
・スポーツ

定期的 4 5

・中高生と一緒にスポーツする事で普段とは違うルールや内
容となり、小学生はとても刺激を受けていた。手作りのバット
とボールで野球をやったり、卓球大会やドッチボールをする
など、スポーツを通して交流が深まった。

【中高生ボランティア】
・輝き隊
・中高生ハローワーク

7月
12月
3月

14 11

・中学生ボランティア「輝き隊」は、乳幼児水遊び、デイキャ
ンプ、鏡もち作り、児童館まつりで大活躍だった。来館した際
に声を掛けると快く、また積極的に活動してくれた。今後も、
「輝き隊」を通してだけでなく、やりがいや楽しさを実感しても
らえる様な、活躍する場を提供していく。

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

づ
く
り
の
推
進

1

【相談業務】
・子育て相談日
・専門機関による相談日

第2
水曜日

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や関係
機関への相談窓口として相
談を受ける。インターネットに
よる相談受付や専門員によ
る相談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児童委
員・保健センター・子育て支
援センターとの連携を図る。

13 12

12 12

・乳幼児クラブ後に保健師や母子保健推進員に気軽に相談
できる場を設けた。相談日を目的に来館される方は少ない
が、子どもの成長を共に喜んだり、児童館での様子を話した
りなど、今後も専門機関との連携を図りながら、子育ての悩
みを抱えている方に寄り添っていく様に心掛ける。

【子育て講演会等】
・子育て講座

定期的 3 1

・講師に、生活の中で簡単にできるストレッチやヨガをうまく
取り入れる方法、子育てを楽しむ秘訣などを教えていただく
事ができた。とても有意義な時間を過ごす事ができたと好評
だった。28年度は定期的に開催できる様、企画していく。

小計 54 30

小計 15 13
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 坂上児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 9 乳幼児 11

小学生 1 小学生 7

中高生 0 中高生 0

大人 8 大人 10

乳幼児 9 乳幼児 6

小学生 0 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 12 大人 6

乳幼児 32 乳幼児 18

小学生 57 小学生 30

中高生 35 中高生 12

大人 159 大人 139

乳幼児 50 乳幼児 35

小学生 58 小学生 38

中高生 35 中高生 12

大人 179 大人 155

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

【イクメン事業】
・パパとあそぼう

定期的

目標回数：12回程度

児童館児童センターが所
在している地域の特性を
活かした事業を実施する
こと。

12 12

4 4

・参加者は、毎回1～3組程度で少なかったが、作って遊べる
おもちゃの工作は好評だった。父親は童心に返った様子で、
子どもと一緒に遊戯室を駆け回って遊んでいた。土日は、父
親と一緒に遊びに来る子もいるので、声を掛けたり、館内に
ポスターを掲示するなどして、参加者を募る。

【祖父母の孫育て支援】
・グランパ　グランマ

定期的 3 3

・祖父母の方が乳幼児と一緒に参加して、コースター作りや
アイロンビーズ、カルタ取りをした。普段、お孫さんを連れて
来館する祖父母の方に声掛けをしたら、とても喜んで参加し
てくださった。

【移動児童館】
・あそびの日「3B体操」
・ガサガサ探検隊
・くりひろい
・（いもほり）中止
・餅つき体験＆カルタ取り大会
・マレットゴルフ大会

月1回
程度

12 11

・地域の方のご厚意でくりひろいを行った。いもほりは実りが
なく開催できなかったが、自然の中での体験はとても貴重で
あるため、28年度も継続していけるとよい。

・あそびの日「3B体操」は、他館との共催で行った。ひとつの
事業を通してよい交流の場となったため、今後も他館との共
催事業を企画していきたい。

小計 19 18
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